
　みなさんはじめまして。「長岡パワーエレクトロニクス株式会

社」代表取締役社長の大沼喜也と申します。私は平成25年３

月にエネルギー・環境工学専攻で博士を取得し、平成25年４

月に起業いたしました。会社設立から３年間は、学内にあるテ

クノインキュベーションセンター（NTIC）内のインキュベーショ

ンブースをお借りしていました。現在は大学の近くにある、なが

おか新産業創造センター（NBIC）にて、社員５人で事業を展開

しています。

　弊社では、パワーエレクトロニクス機器の新技術に関する受

託開発や研究開発を行っています。例えば、エアコンのインバ

ータや太陽光発電のパワーコンディショナ、電気自動車の急速

充電器など電気エネルギーを効率よく変換してコントロールす

る装置の小型化や高効率化を目指しています。主なお客様は電

機メーカ様や機械メーカ様の研究開発部門で、現在まで30社

以上の取引実績があります。また、継続的に新技術の開発も行

っており、積極的に地域や国の補助金にも応募することで、これ

までに６件採択された実績があります。

　私が起業を志したのは時代に流されるだけではなく、自ら行

動する必要性を強く感じたからです。学生時代にアメリカに半

年間留学した経験から、私は日本が非常に平和であることに改

めて気づかされました。極端な言い方になりますが、自ら何か

を始めなくても生きていくことができるのが現在の日本だと思い

ます。しかし世界に目を向けると、ものづくりはグローバル化さ

れ、様々な情報がインターネットを通じて収集できる時代です。

今の大手企業では枠組みに縛られすぎて、若者が能力を十分に

弊社HP：http://www.cuborex.com

商品紹介ページ：https://www.facebook.com/skacra/?fref=ts

発揮することが難しい状況にあります。資源の少ない日本が技

術立国で有り続けるためには、これまでにない新たな取り組み

が必要です。新たな価値を創造するチャレンジャー精神やハン

グリー精神が私達のような若者に強く求められています。

　もしあなたが学生で起業を志すのであれば、ビジネス書を読

むことや経済の勉強よりも今やっている研究活動をしっかり行

うことです。長岡技大の技術は世界で通用する技術です。今世

界で技術はどうなっているのか？問題点はどこか？何に価値が

あるのか？解決策は？それを実現するには？すべて自分で理解し

て行動する必要があります。これらは起業するための必須能力

と言っていいでしょう。受け身になっていませんか？自分にしか

できないことを見つけましょう！
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クローラ機構自体は高専時代からレスキューロボットを開発して

いたことがあったため特に思い入れが深かったんです。その後各

種イベントなどに出していくうちに支援して下さる方々がでてきま

した。さらに本学における実務訓練期間中に実務訓練とは別に

東京にある農業ベンチャーの立ち上げに携わり、主に小型農業

機械の開発を行っていました。そこでの経験で会社としてものづ

くりをやっていくうちに特に強く思ったのは「自分が作りたいもの

　起業に至った経緯として元々私はものづくりが大好きで高専

時代と本学学部時代でロボコンと呼ばれる学生達が自分達の知

恵と技術でロボットを作って競技を行う大会にのめりこんでいま

した。ロボコン引退後はその活動で得た知識と技術をいかして

趣味で「クローラ機構」（別称キャタピラ）と呼ばれる農地や建設

現場の機械に用いられる移動機構の小型版を自作していました。

URL

を実現するには自分で会社を作るしかない」です。これまで自身

のポケットマネーから趣味の作品を作っていたのですが、今後自

分が思い描く「ものづくり」をするには資金や設備、技術がまっ

たく足りていないことに気づいたんです。そういった事情もあっ

て資金や設備といった観点から起業する決意を固めました。

　起業自体は今年の３月に行い記事執筆の10月時点で丁度事

業開始から半年ほどになります。今は主に雪上での移動を可能

にするデバイスとして、スケートボードに弊社で開発した電動ク

ローラを搭載したものを開発中です。今年中に雪上走行の試験

を行い本年度中の試験販売につなげたいと考えています。

　さて私から今後起業を志す学生達に２つメッセージを送りま

す。１つ目は「やりたいと思うことをやりきれ」２つ目は「失敗を

恐れるな」です。まず一つ目のメッセージについて、結局のとこ

ろ楽しくなければ会社の事業というとにかく大変なことを学生の

内から志すのは不可能です。いかに高いモチベーションを持ち

続けられるかが大きな成功の鍵なんです。そのためにも今一番

夢中になれることに専念してほしいと思います。それが最終的

に起業へいたる一番の近道です。次に２つ目のメッセージにつ

いて、今学生である私たちはまだ失敗が許される立場にありま

す。仮に会社をおこして事業に失敗したとしてもその経験をい

かして次へのステップアップにつなげることができます。そうい

った意味でも学生である今のうちに失敗を恐れず果敢に起業に

むけて挑戦してほしいと思います。

　さて最後になりましたが今後起業を目指す皆さんの夢が実現

できることを願っています。
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